
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

倶知安町家庭教育支援チーム 

 （呼称：くっちゃん子ども子育て応援し隊 PopkeLab） 

 URL：https://popke-lab.blog.jp 

 

②活動拠点 倶知安町絵本館 

③活動範囲 倶知安町内、後志管内 

④組織体制 

 

   ７ 人 

（子育てサポーター７人） 

 

 

⑤活動開始年度 令和元年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

くっちゃん子ども子育て応援し隊 PopkeLab 代表 松井 雅子 

（TEL）090-4625-5753  （E-mail）popkelab@gmail.com 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

https://popke-lab.blog.jp/
mailto:popkelab@gmail.com


③活動内容 

【具体的な活動内容】 

〇子育てサロンの実施 

毎月１回程度、子ども連れで集まり、情報交換や勉強会を実施。子育てを

一人で悩まず、大人も子どもと一緒に成長する目的で行っている。 

〇体験活動企画事業（季節ごとのイベント） 

年間２～３回程度開催している。様々な体験や活動を通して子どもたちの

成長を手助けするねらいで企画している。 

〇お下がり掘り出し市 

人や環境にやさしいまちをつくる取組として、春と秋の年２回実施。 

使わなくなった衣類を地域で循環させることを目的としている。 

〇くっちゃん子育てＭＡＰ作成 

公共施設のトイレの有無や種類、キッズスペースや小上がりのある飲食

店を紹介するなど、子育て世代向けの町内情報を一覧にしたＭＡＰを作成し

配布した。 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

核家族化や都市化が進み、家族や地域社会との関連性が希薄化している

中で、１人での子育ては大変である。そのような状況の中での色々な活動に

よって、特に、転勤や移住で町に住む子育て中の世帯にとって、少し楽にな

れる場所になってきている。 

さらに、もともと住んでいる住民との間に、つながりや支援（サポート）が少し

ずつ生まれてきている。 

 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


